
金
滞
古
蹟
志
巻
二
十

れ
し
は
、
此
の
年
た
る
事
い
ち
じ
る
し
。
然
る
を
、
古
寺
町
小
橋
夫
紳

由
来
飽
に
、
往
昔
加
州
河
北
郡
吉
倉
村
銀
座
。
後
勤
昌
-
時
間
金
府
川
原
町

小
橋
之
爪
-
云
々
。
寛
永
十
二
年
五
月
五
日
之
火
事
に
而
侍
屋
鋪
・
町

屋
鋪
共
立
替
、
町
割
在
v
之
問
、
彼
議
之
寺
枇
出
方
E

立
除
。
所
謂
今
之
古

寺
町
是
也
。
と
記
載
し
、
砲
尾
記
に
は
、
寺
院
を
泉
野
と
卯
辰
山
の

麓
と
へ
移
さ
れ
し
を
、
寛
永
十
六
年
と
す
。
三
州
志
来
図
櫛
覧
に
は
、

一
見
和
丙
辰
街
中
に
散
在
す
る
寺
院
を
泉
野
に
褒
め
て
、
寺
町
と
名
づ

く
。
註
に
云
。
一
作
覚
永
二
年
吋
と
あ
り
て
、
元
和
丙
辰
は
二
年
た

り
。
前
願
の
諸
記
録
共
を
遁
考
す
る
に
、
元
和
二
年
と
も
、
又
寛
永

二
年
と
も
、
或
は
寛
永
十
二
年
と
も
、
ま
た
寛
永
十
六
年
と
も
あ
り

て
、
互
に
共
の
年
暦
創
甑
す
る
の
み
た
ら
4
1
0

各
共
の
設
と
す
べ
き

碗
設
を
器
げ
ざ
れ
ば
、
是
非
定
め
が
た
し
。
貞
享
二
年
以
来
緒
寺
院

の
由
来
書
等
を
勘
考
す
る
に
、
寛
永
年
中
ま
で
も
、
倫
古
寺
町
等
の

地
に
存
在
せ
る
寺
院
も
あ
れ
ば
、
元
和
元
年
よ
り
寛
永
年
中
へ
か

け
、
迫
々
移
柑
押
せ
し
に
ゃ
あ
り
け
ん
。
故
に
寛
永
二
年
或
は
十
二
年
・

十
六
年
、
な
ど
直
々
に
載
せ
た
る
危
ら
ん
。
叉
年
代
摘
要
に
‘
享
保
十

二
年
十
一
月
泉
野
寺
町
之
内
b
新
家
願
之
通
建
。
と
あ
り
て
‘
此
の

時
世
よ
り
以
後
、
迫
々
寺
院
の
門
前
地
等
に
俗
家
を
建
て
、
今
の
体

浦
た
る
小
境
村
の
海
岸
に
御
着
船
あ
り
て
‘
岡
村
の
大
柴
寺
に
暫
し

居
給
ひ
、
夫
よ
り
奈
央
浦
へ
赴
き
給
う
て
、
牧
野
村
に
歪
り
、
長
編

院
と
い
へ
る
民
言
寺
に
寓
居
し
給
ひ
け
る
に
、
営
村
の
豪
民
坪
内
某

た
る
者
、
仮
の
御
所
を
し
つ
ら
へ
此
へ
移
し
奉
り
、
越
中
古
と
稀
し
・

三
年
の
間
此
の
地
に
居
給
ひ
け
り
。
共
の
御
所
跡
今
も
あ
り
て
碑
石

を
建
て
‘
撲
舘
壌
と
呼
ぺ
り
。

撲

舘

塚

記

夫
之
所
v
後
.
地
之
所
v
蛾
.
何
脅
千
直
前
域
環
乎
哉
d

唯
我
皇
統
奥
昌
・
揮

沌
-
共
創
.
而
際
v
有
昌
亡
減
改
革
之
凶
-
鴬
.
僻
目
e

姓
者
天
子
之
所
v
賜
也
.

然
則
人
之
有
・
姓
者
@
議
在
=
人
臣
之
列
-
鴬
d

挑
授
v
似
d

鼠
取
v
姫
e

従
v
我

観
い
之
a

是
有
姓
予
a
有
姓
吋
人
医
薬
昌
入
手
者
也
，
築
棋
之
途
不
v
可
v
己
d

不
昌
亦
宜
-
乎
。
唯
我
延
元
之
飢
亙
v
古
之
大
厄
e

然
猫
無
v
助
a
捕
手
正
統
-

突
.
停
回
.
天
候
=
聖
人
-
需
品
木
鐸
吋
然
則
至
聖
大
貴
哀
昌
歌
悲
吟
子
荒
陳

偏
爵
共
亦
以
v
撃
演
夷
之
天
意
d

以
ν
智
伊
恐
之
夫
教
而
同
余
遊
-
-
越

射
水
線
牧
野
郁
吋
大
野
勇
卿
介
a
岡
嶋
致
道
吋
一
諦
-
-
僻
於
余
吋
日
小
人
之

村
有
-
議
舘
塚
↓
相
停
e

是
後
醍
醐
帝
第
λ
皇
子
宗
良
親
王
之
潜
栖
。
因

備
語
=
共
始
末
云
え
鶴
乃
越
昌
之
詩
二
央
僻
-
Z
@

維

昔

醍

皇

郡

伊

天

育
v
民

夙

夜

憂

憾

政
在
a
陪
医
-

金
揮
古
康
志
巻
二
十

裁
に
た
り
た
り
し
と
閲
ゆ
。

。
安
養
山
極
柴
寺

滞
土
宗
也
。
寺
院
来
騒
記
に
云
ふ
。
賞
寺
関
関
越
中
園
射
水
郡
高
岡

守
山
極
集
寺
と
同
開
基
に
て
‘
開
祖
偽
限
上
人
明
心
法
親
王
の
草
創

た
り
。
天
正
年
中
崎
明
亙
相
利
長
卿
越
中
守
山
に
在
携
し
給
ふ
頃
よ

り
、
守
山
極
柴
寺
に
蹄
依
し
給
へ
り
。
依
り
て
陵
長
五
年
金
湾
入
城
し

給
ふ
後
‘
守
山
極
楽
寺
の
住
職
暫
春
上
人
を
召
寄
せ
ら
れ
、
元
和
元

年
に
泉
野
今
の
寺
地
千
五
百
歩
を
賜
は
り
、
働
閣
を
建
立
し
、
安
養

山
極
集
寺
と
税
す
。
暫
春
上
人
は
文
藤
三
年
三
月
上
京
し
て
参
内

し
、
紫
衣
勅
許
を
蒙
り
、
加
賀
一
圏
中
滞
土
宗
寺
院
の
鍋
頭
を
勤
め

た
り
と
。
寺
停
に
云
ふ
。
蛍
寺
本
堂
朱
塗
勾
欄
を
付
け
た
る
も
、
開

組
明
心
法
親
王
の
開
基
た
り
し
故
た
り
と
い
へ
り
。

O
錦
限
よ
人
明
心
法
親
王
侮

高
問
題
集
寺
縁
起
及
び
射
水
郡
上
牧
野
村
長
編
寺
・
下
牧
野
村
東
弘

寺
・
小
境
村
大
柴
寺
の
縁
起
由
来
替
、
里
民
の
僻
説
等
を
参
考
す
る

に
、
後
龍
朗
天
皇
吉
野
に
遜
幸
し
、
諸
皇
子
諸
闘
に
誤
況
し
給
ふ
頃
、

第
八
の
皇
子
宗
良
親
王
は
、
越
後
・
信
浪
の
聞
に
潜
居
し
給
ひ
け
る

に
、
延
元
二
年
の
六
月
北
海
の
波
路
を
経

τ、
越
中
園
射
水
郡
奈
多

詠
v
逆
未
v
途

是
此
備
王

H
幕
無
v
投

寺
田
昌
長
繭
-

伐
v
木

架
ν
疲

勝
之
事
.
王

皇

后

皇

子

勝
目
=
射
水
-

老
僧
粛
奔

宮

農

坪

内

検
窄
質
短

王
乃
剣
v
髪

反
畿
=
共
鹿
-

遊
=
子
越
瀕
-

野

寺

之

鈎

今

猶

現

存

接
v
竹
榔
v
門

端
v
誠

聴
v
欽

無
b

水
無
‘
且
T

民
泣
潜
々

民
念
益
厚

震
v
民

新

磁

極

集

之

寺

王
建
苑
ν
此

審

v
土
塩
v
舘

五

百

年

後

封

v
之
十
尺

祈
v
石

書
ν
事

亦

願

昌

不

朽

-

民

之

蹄
v
仁

鳴

呼

主

津

奥

v
塚

共

樽

民

之

奉

v
王

文
化
三
丙
寅
五
月
東
都
海
保
牟
鶴
織

東
泡
西
趨

牧

野

之

村

侍

養

惟

勤

呼
v
子
集
ν
孫

故
同
議
舘
-

永
入
目
発
伴
-

王
之
所
v
墾

遁
v
初

織
v
港

永
以
不
v
探

自
ν
古

悠

久

奥
v
樺
皆
者

一
設
に
臼
〈
、
牧
野
太
郎
こ
な
る
者
.
僚
御
所
を
建
て
た
り
。
今
の

下
牧
野
村
東
弘
寺
の
地
是
た
り
と
。
牧
野
の
御
所
に
て
の
御
作
歌
a

今
は
ま
た
問
来
る
人
も
奈
古
の
捕
に

し
ほ
た
れ
て
す
む
身
と
は
し
ら
な
ん

思
ひ
き
ゃ
い
か
に
越
路
の
牧
野
な
る

ν

草
の
庵
に
宿
か
ら
ん
と
す




